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少
年
A
君
（
当
時
15
歳
・

中
学
3
年
生
）
に
出
会
い
ま

し
た
。
精
神
的
に
不
安
定
で

学
校
生
活
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

ま
ず
、
不
登
校
気
味
と
な
る

な
か
学
校
で
暴
力
事
件
を
引

き
起
こ
し
ま
し
た
。

初
回
、
母
親
と
来
訪
し
た

Ａ
君
は
、
緊
張
気
味
か
ら
受

け
答
え
も
限
ら
れ
、
不
安
感

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
以

降
は
「
勉
強
は
嫌
い
」
の
言

葉
通
り
興
味
関
心
が
は
っ
き

り
し
て
お
り
、
一
言
二
言
で

の
応
答
が
多
く
話
が
広
が
る

こ
と
は
、
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
卒
業
証
書
は
、

校
長
室
で
受
け
取
り
、
４
月

か
ら
単
位
制
高
校
へ
進
学
し

ま
し
た
。
面
接
を
繰
り
返
す

な
か
Ａ
君
も
私
が
解
っ
て
き

た
よ
う
で
、
言
葉
数
も
少
し

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
中
学

生
の
頃
か
ら
ボ
ク
シ
ン
グ
を

初
め
、
か
な
り
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
ん
で
い
た
の
で
体
脂

肪
の
な
い
筋
肉
質
の
身
体
つ

き
で
し
た
。
一
度
「
逆
立
ち

を
し
て
く
れ
る
」
と
頼
む
と
、

そ
の
場
で
ス
ー
ッ
と
逆
立
ち

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

携
帯
に
撮
っ
た
ス
パ
ー
リ
ン

グ
の
映
像
な
ど
を
見
せ
て
く

れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
『
そ

ん
な
こ
と
出
来
る
の
・
や
る

の
・
痛
く
な
い
の
、
す
ご
い

な
』
と
感
嘆
の
声
を
上
げ
る

と
、
は
に
か
ん
で
い
ま
し
た
。

…
…
こ
の
よ
う
な
繰
り
返
し

を
続
け
処
遇
を
終
え
ま
し
た
。

島
本
町
は
大
阪
と
京
都
と

の
府
境
に
位
置
し
、
交
通
の

便
が
よ
く
、
緑
や
水
が
豊
か

で
、
歴
史
と
文
化
薫
る
素
敵

な
町
で
す
。

昨
年
の
秋
、
珍
し
く
高
校

の
先
輩
（
吹
田
の
元
保
護

司
）
か
ら
お
電
話
が
入
り
、

「
来
週
私
の
先
輩
が
島
本
町

に
所
要
の
為
行
か
れ
ま
す
。

彼
女
は
足
元
が
少
し
弱
っ
て

お
ら
れ
、
私
も
同
行
し
ま
す

の
で
、
Ｊ
Ｒ
島
本
駅
ま
で
迎

え
に
来
て
も
ら
い
お
昼
を
一

緒
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

大
先
輩
は
母
親
と
同
じ
生

ま
れ
年
、
つ
い
最
近
ま
で
地

元
吹
田
で
薬
局
を
営
ん
で
お

ら
れ
た
と
の
事
、
お
元
気
で

驚
き
ま
し
た
。

「
青
葉
繁
れ
る
桜
井
の
…
…
」

で
有
名
な
楠
公
父
子
別
れ
の

地
「
J
R
島
本
駅
前
」
で
は
、

女
学
校
時
代
に
茨
木
か
ら
歩

い
て
遠
足
に
来
ま
し
た
と
懐

か
し
が
ら
れ
ま
し
た
。

「
歴
史
文
化
資
料
館
」
見
学

で
展
示
を
館
長
が
説
明
し
て

下
さ
り
、
そ
の
後
お
二
人
を

府
内
で
唯
一
の
名
水
百
選

「
離
宮
の
水
・
水
無
瀬
神
宮
」

に
お
連
れ
し
、
禰
宜
さ
ん
が

案
内
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

昼
食
後
お
別
れ
し
ま
し
た

が
、
素
敵
な
先
輩
方
と
の
出

逢
い
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

館
長
や
禰
宜
さ
ん
に
、
そ
し

て
こ
の
素
晴
ら
し
い
「
島
本

町
」
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と

に
感
謝
で
す
。

岩　

城　

外
志
雄

富
田
・
阿
武
野
地
区

感
染
の
恐
れ
に
似
た
る
春
の
風
邪

朝
早
し
マ
ラ
ソ
ン
人
と
梅
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
本
　
　
大

　今年の節分は 2 月 3 日ではなく 2 月 2 日でした。
124 年ぶりのことだそうです。124 年前、私はどこに
いたのでしょう。124 年後、私はどこにいるのでしょ
う。私は今、“奇跡の人生”を生きている。（門）

　新型コロナウイルスのワクチン接種が始まった。
まず医療従事者等、4月から 65 歳以上の高齢者、基
礎疾患を持つ人、高齢者施設などの従事者、65 歳未
満の人へと実施。一抹の不安はあるものの、私は接種
しようと思う。コロナとの闘いはいつ終息するのだ
ろうか。今後もマスクや手洗いといった対策は続け
ましょう。（片）

　季節は春をむかえます。新型コロナで右往左往す
るうちに、一年が過ぎました。私には花粉症の為のマ
スクが、日常的に必須となり、知らぬ間に緊急事態宣
言で規制されることにも慣れました。生活様式を見
直す機会と捉えて終活の片付けを始めました。（吉）

「
島
本
町
・
感
謝
」

島
本
地
区

野
　
村
　
行
　
良

私
の
保
護
観
察
日
記

【１面】新年度に向けて　大阪保護観察所長　鈴木庄市
【２面】第4次高槻市地域福祉計画・地域福祉活動計画と再犯防止　　人事消息
【３面】第四期定例研修会　　退任挨拶
【４面】会員文芸欄　　あとがき

か
ね
て
よ
り
浪
人
中
の
孫
息
子
本
命
に

パ
ス
と
喜
び
の
声

以
前
か
ら
輪
読
し
て
た
古
典
の
会
万
葉

集
で
令
和
を
知
り
ぬ

　
　
　
　
名
誉
会
員
　
澤
　
田
　
浩
　
子

夏
サ
ウ
ナ
冬
冷
凍
庫
の
体
育
館
耐
え
て

鍛
え
て
病
気
は
無
縁

喜
が
過
ぎ
て
米
過
ぎ
一
つ
白
く
な
る
そ

こ
ま
で
行
っ
た
ら
終
活
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
愚
　
　
狂
　
　
人
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107
2021年
（令和3年）
3月31日






























新年度を
迎えるに当って

随　
　

筆

大阪保護観察所

所　長 鈴　木　庄　市
高槻地区保護司会の皆様におかれましては、平素か

ら更生保護活動に対して格別なる御理解と御協力を賜
り、厚く御礼申し上げます。
令和2年度を顧みますと、新型コロナウイルス感染症

が世界中にまん延し、我が国の社会・経済は未曽有の
危機に直面した一年でした。大阪府内におきましても、
二度にわたり緊急事態宣言が発令され、不要不急の外
出自粛が強く求められ、かつて誰も経験したことがない
「新たな日常」が始まりました。
また、「ソーシャル・ディスタンス」という言葉が多用さ

れ、人と人との物理的な距離を保つことが推奨され、更
生保護活動の在り方も抜本的な見直しが余儀なくされ
たところです。
しかしながら、洋の東西、時の今昔を問わず、人は他
者と直接顔を合わせ、言葉を交わすという人間本来の
営みの中で多くを学び、成長するものであり、ここに時代
を超えた更生保護活動の揺るぎない活動基盤があると
思えてなりません。人と人をつなぎ、地域の中で過ちを犯
した人の立ち直りを支える更生保護の活動は、今後、い
かなる時代が到来しても、その社会的意義は些かも色
褪せることはないと確信する所以です。
大阪保護観察所といたしましては、時の今昔を超え

た揺るぎない更生保護の活動基盤に軸足を置き、かつ、
時代の流れに即応した「新たな更生保護」の在り方に
ついて、高槻地区保護司会の皆様とともに模索してまい
りますので、倍旧の御理解と御協力を賜りますようお願
い申し上げます。

西畑保護司　作



第 4次計画の概要
　第 4 次計画は令和 3 年度から 8 年度まで
の 6 年間を計画期間とし、地域共生社会の
実現を目指し、より効果的な地域福祉の推進
を図ることを目的としています。その基本理
念は「高槻市に住むすべての人々が夢を育み
安心して暮らせる自治と共生のまちづくり」
と規定されています。
　再犯防止については「地域福祉の推進とも
深くかかわる内容を包含している」と位置づ
け、市として「犯罪をした者等の社会復帰支
援」および「更生保護の啓発」に取り組むと

しています。
　「犯罪をした者等の社会復帰支援」の中身
としては、
　①就労・居住の支援
　②協力雇用主への優遇措置の検討
　③犯罪をした者等へのそれぞれの課題に着
目した支援

の実施が挙げられています。
　「更生保護の啓発」については「社会福祉
協議会や保護司会等の関連機関と連携し、周
知啓発を行う」とし、具体的には「“ 社会を
明るくする運動”の推進や更生保護、再犯防
止について広報誌等に掲載することにより、
周知啓発を行う」としています。

第 4次計画と再犯防止
　再犯防止法は、「犯罪や非行をしたものの
中には貧困や疾病、し癖、障害、厳しい生育
環境、不十分な学歴等、様々な生きづらさ」
を抱えていることに着目ししています。
　そのような人たちの立ち直りには地域社会
で孤立させないための「息の長い」支援を行
う必要があると規定しています。つまり第 4
次計画そのものが再犯防止につながるもので
あるといえます。第 4 次計画で市の役割が
明確にされたことにより、保護司会活動は市
との連携がより一層重要となってくるものと
思われます。

－２－ －３－

　第十中学校でのPTA役員会終了後、第５代校
長の好田先生から突然「猪股さん保護司をやっ
てくんなはれ」と言われた。その後、第４代校
長の松井先生から『私も好田さんの推薦で保護
司をやっている。私もあなたに保護司をやって
欲しい。二人で猪股さんの保護者になる。今の
ままのあなたでいいんです』と説得され、平成
元年１月保護司を拝命した。
　当時、中学生の行動は目に余るものであった。
喫煙、シンナー、服装等について学校の指導強
化を求める声が強くあり、当然、保護観察担当
数は非常に多かった。
　ある日、公園で対象者を含むグループと雑談
した。「おばちゃん、ホンマに保護司か。俺ら
と同じ臭いがする」という。この時から面接時
に私の成育歴の一部を話すことにした。すると、
「保護観察終わっても茶飲みに行って良いよな」
という声が多くなり、その後は子育て、自治会
活動、職場での人間関係など、よろず相談受付
中。
　令和３年１月、退任となりました。長い間、
ご指導ご協力をいただきました皆様に感謝、あ
りがとうございました。

　教師生活を終えて、一息ついた時、民生委
員・保護司を……とお声がけを頂き、常々“地
域の方々のお心遣いがあったからこそ定年迄勤
めあげることができた”という思いがあり、悩
みながらもお受けしたのが始まりです。
　現役当時、クラスの一人が保護司の先生にお
世話になりました。しかし、今と違い「何が
あったの……？」全く知る由もありませんでし
た。今は、皆で連携して更生に取り組んでいま
す。随分かわってきたと実感しています。
　保護司活動をする中で、傾聴の必要性を感じ、
講習を受けたこともありました。
　悩みながらの活動でしたが、更生活動は“学
びの場”でもありました。私から卒業した対象
者が「結婚のお相手を伴って」又「我が子を連
れて」「車を購入したから」と来訪してもらっ
た時は、その都度共に喜び合うことができまし
た。
　コロナウイルス禍のなか定年退任となり、昨
年来皆様にお会いする機会も少なく、一抹の寂
しさと実感がないのが現状です。これからは人
生の定年に向かって、健康の為畑仕事に精を出
そうかと思っています。長きに渡りありがとう
ございました。
　皆様方の益々のご活躍を祈念致しております。

おつかれさまでした このたび定年で２名の方が退任されましたのでご挨拶をお願いしました。
退任後のますますのご活躍をご期待申し上げます。

第４次高槻市地域福祉計画・地域福祉活動計画と再犯防止

自習報告
保護観察の対象者は転居するときや７日以上の

旅行をするとき、あらかじめ保護観察所長に申請
書を提出し、許可を受けなければ転居や旅行はで
きません。
対象者から転居や旅行の申し出があったときは

その理由や行き先を本人からだけでなく、保護者

や引受人などからも転居や旅行先の了解がとれて
いるかを確認します。また、申請書には転居や旅
行を証する書類の添付も必要です。
国外旅行についてはその長短を問わず別途の書

類による申請が必要です。また２・３日の国内旅
行であっても「いつ、だれと、どこに行くのか」
は聞いておくようにします。
以上のように転居・旅行について管理するのは、

保護観察の実施においては対象者の住居を把握す
ることが不可欠であるからです。対象者との面接
時にはこのことを常に考慮して対応する必要があ
り、特に初回面接時の遵守事項の説明が重要であ
ると再認識しました。


人　事　消　息 （敬称略）

〔定年退任〕…………　令和3年1月24日付

猪　股　千鶴子
矢　野　ふみ子

（高槻・大冠地区）

（芥川・清水・樫田地区）

テーマ：「転居・旅行について」

第四期 定例研修会
令和３年１月14日から新型コロナウィルスによる緊
急事態宣言が発令されましたので、２月４日に予定さ
れていた研修会は自習となりました。




～夢を育み、安心して暮らせる自治と共生のまちづくり～

西淀川地区保護司会に移籍

〔転居移籍〕…………　令和2年12月1日付

櫛　邉　悠　介

出会いに感謝
高槻・大冠地区　猪股千鶴子 芥川・清水・樫田地区　矢野ふみ子

「退任にあたって」

春日ふれあい文化センター西の桜（2020年4月）


